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2017年8月4日にラダック，アチナータン村で生じた氷河湖出水

Drainage from glacial lake in Achinathang village, Ladakh Range on 4

August 2017
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　インド北西部に位置するヒマラヤ西部のラダック山脈では，近年氷河湖からの出水で生じた洪水被害が多数

報告されている．この地域の氷河湖は，巨大な氷河湖を有するヒマラヤ東部（ブータンとネパール東部）の氷

河湖決壊洪水とは異なり，氷河湖は非常に小規模であるがその被害は大きい特徴をもつ．2017年8月4日，ラ

ダック山脈北西部に位置するアチナータン谷において，大規模な土石流が発生した．当日の降雨はなく，数十

回も及ぶ間欠性の段波が流下した瞬間を多くの村人が目撃した．この災害では，男女合わせ4名の死者がでて

おり，橋の全壊，インダス川沿いの畑や店の沈水などの甚大な被害がでている．土石流の翌日に村人が氷河湖

を訪れ，土石流の誘因は谷の上流に位置する氷河湖の出水であることはわかっているが，どのようにして出水

し，大規模な土石流に発達したかという詳細な情報は不明である．そこで本研究では，現地調査（2017年と

2018年）と衛星画像解析からアチナータン谷で発生した氷河湖出水と土石流の発生・発達の詳細を明らかに

することを試みた． 

　衛星画像解析の結果，氷河湖の面積は2016年11月14日に0.003km²であったが，2017年7月7日に

0.012km2，7月27日に0.022km2まで拡大し，出水後の8月18日に0.01km2まで減少している．2017年の

春～初夏にかけて氷河湖の体積は162,000m3増加し，そのうちの7割は7月7日～27日の20日間で増加してお

り，156,000m3の湖水が出水した．現地調査では，氷河湖前面の埋没氷を含むモレーン内部に発達するアイス

トンネルを確認し，この氷河湖は短期間で拡大・出水した短命氷河湖であり，氷河前面のモレーン内部に発達

したトンネルを通って湖水が出水していた．
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